
一
〇
七

本
書
は
二
〇
二
〇
年
五
⺼
に
東
方
學會

第
六
十
五
回
國
際
東
方

學
者
會
議
の
一
部
と
し
て
開
催
豫
定
だ
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
術

數學

研
究
の
課
題
と
方
法
」
の
企
畫
に
基
づ
い
て
い
る
。
残
念
な

が
ら
こ
の
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
新
型
ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
っ

て
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
、
一
年
後
に
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
實
施

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

始
め
に
―
―
術
數學

研
究
の
來
し
方
と
行
く
手�

水
口
拓
壽

術
數學

―
―
數
と
易
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス�

川
原
秀
城

漢
代
に
お
け
る
術
數
と
天
文
學
的
宇
宙
論�

高
橋
あ
や
の

テ
キ
ス
ト
の
變
容
す
る
過
程
に
關
す
る
一
試
論
―�

『
洪
範
五
行
傳
』
を
題
材
に
論
ず�

平
澤
歩

中
國
歴
代
王
朝
に
お
け
る
天
文
五
行
占
書
の
編
纂
と�

禁
書
政
策�

佐
々
木
聰

儒
學
・
術
數
・
方
技
を
結
合
す
る�

―
朱
震
亨
『
風
水
問
答
』
の
逹
成
と
挫
折�

水
口
拓
壽

五
四
以
後
中
國
「
子
平
」
術
面
臨
的
困
境
與
轉
進
（
中
國
語
）

�

張
哲
嘉

五
四
以
後
に
中
國
の
「
子
平
」
術
が
直
面
し
た
苦
境
と�

そ
の
轉
進
（
日
本
語
）�

張
哲
嘉
（
水
口
拓
壽
譯
）

終
わ
り
に
―
術
數學

研
究
の
途
上
に
て�

水
口
拓
壽

水
口
拓
壽
編
『
術
數
學
研
究
の
課
題
と
方
法
』奈

　
良
　
場
　
　
　
　
勝
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編
者
の
水
口
氏
の
「
始
め
に
」
に
よ
る
と
、
劉
師
培
「
術
數學


史
序
」（
一
九
〇
五
年
）、
木
村
英
一
「
術
數學

の
槪
念
と
そ
の
地

位
」（
一
九
五
〇
年
）
の
兩
論
文
か
ら
始
ま
る
術
數學

研
究
に
は
見

直
さ
れ
る
點
も
あ
る
と
い
う
。
劉
師
培
に
つ
い
て
は
術
數學

の
歴

史
に
關
す
る
沒
落
史
觀
、
術
數學

と
君
主
權
力
の
本
來
的
関
係
を

天
人
感
應
說
に
見
る
よ
う
な
君
權
抑
制
と
い
う
方
向
で
捉
え
た
點

な
ど
が
指
摘
さ
れ
得
る
し
、
木
村
英
一
に
つ
い
て
は
術
數學

の
總

體
を
『
周
易
』
一
つ
で
代
表
さ
れ
る
が
如
き
論
法
な
ど
が
そ
れ
で

あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
出
土
資
料
の
發
見

や
科
學
技
術
史
研
究
の
発
展
、
術
數
文
献
の
電
子
化
の
波
な
ど
に

よ
り
、
術
數學

研
究
の
㝡
先
端
は
「
不
斷
に
更
新
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
。「
術
數學

研
究
の
來
し
方
と
行
く
手
」
と
副
題
が
添
え

ら
れ
た
所
以
で
あ
る
。

川
原
論
文
は
第
一
節
「
術
數學

の
定
義
と
そ
の
基
本
的
性
格
」、

第
二
節
「
術
數學

の
基
本
書
」
か
ら
成
る
。
第
一
節
は
劉
歆
（
？

～
後
二
三
）『
七
略
』
よ
り
起
こ
る
目
録
學
を
も
と
に
し
た
術
數

學
の
定
義
に
始
ま
る
。
術
數
槪
念
の
經
年
変
化
は
興
味
深
い
。

『
七
略
』
數
術
略
か
ら
『
朙
史
』
藝
文
志
ま
で
、
術
數
に
は
暦

數
・
天
文
・
五
行
と
い
っ
た
暦
算
と
占
術
の
分
野
が
含
ま
れ
た
ま

ま
発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
淸
の
『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
に

至
っ
て
「
天
文
算
法
」
と
「
術
數
類
」
と
は
別
の
も
の
に
な
っ
た
。

次
に
易
は
經
な
の
か
占
術
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
で

あ
る
。
劉
歆
『
七
略
』
は
易
を
六
藝
の
頂
點
に
置
い
た
。
目
録
學

で
は
易
學
の
支
流
が
術
數學

で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
易
學
の
本
流

は
六
藝學

と
し
て
貴
び
、
術
數學

と
は
区
別
し
て
い
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
論
者
は
、
易
學
は
占
術
を
派
生
す
る
要
素
を
含
ん
で
い

る
た
め
、「
易
學
の
本
質
が
占
筮
に
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
し
て
い
る
。
第
二
節
は
後
漢
一
世
紀
ご
ろ
の
成

立
と
さ
れ
る
『
九
章
算
術
』
と
劉
徽
（
魏
晉
の
頃
）
註
に
つ
い
て

分
析
す
る
。
算
例
に
見
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
考
察
し
、「
現
行
の

數
理
科
學
に
匹
敵
す
る
正
確
さ
と
精
神
を
具
え
た
専
門
科
目
」
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
続
き
、『
周
易
』
の
數
構
造
に
つ
い

て
、
朱
熹
『
周
易
本
義
』
伏
犠
六
十
四
卦
次
序
圖
、
馬
場
信
武

『
易
學
諬
蒙
圖
說
』
伏
犠
六
十
四
卦
方
圖
を
見
る
限
り
六
十
四
卦

は
二
進
構
造
（
加
一
倍
法
）
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
生
成
に
お
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け
る
三
畫
の
重
卦
と
い
う
点
で
『
周
易
本
義
』
伏
犠
八
卦
次
序
圖

も
重
要
で
あ
り
、
加
一
倍
法
の
み
で
は
成
り
立
た
な
い
構
造
で
あ

る
こ
と
を
詳
述
す
る
。
続
い
て
『
易
學
諬
蒙
』
朙
蓍
策
、
考
變
占

を
引
き
、
數
構
造
に
由
來
す
る
卦
爻
辭
の
導
き
方
に
つ
い
て
說
朙

す
る
。
卦
爻
辭
の
解
釈
を
め
ぐ
る
義
理
易
と
𧰼
數
易
の
対
立
に
つ

い
て
は
、「
經
原
理
と
術
數
原
理
の
葛
藤
が
も
た
ら
し
た
も
の
」

と
し
て
、
副
題
の
「
數
と
易
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
に
提
示
さ
れ
て

い
る
。

川
原
氏
に
は
『
中
國
の
科
学
思
想
―
兩
漢
天
學
攷
』（
一
九
九

六
年
）
が
あ
る
。
歴
代
の
書
籍
目
録
に
見
る
術
數
の
分
類
、
劉
歆

の
三
統
暦
の
數
理
構
造
、
楊
雄
『
太
玄
』
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
、
蔡

邕
の
律
暦
思
想
、
京
房
の
六
十
律
な
ど
、
主
に
「
暦
術
」
の
面
か

ら
天
學
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、『
九
章
算
術
』
の
數
理
が

ど
れ
ほ
ど
分
厚
い
知
的
蓄
積
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
近
著
で
は
『
數
と
易
の
中
國
思
想
史
―
術
數學


と
は
何
か
』（
二
〇
一
八
年
）
が
あ
り
、「
命
題
」
に
よ
っ
て
術
數

學
を
定
義
し
、
対
𧰼
の
性
格
を
朙
ら
か
に
し
た
。
大
衍
求
一
術
の

說
朙
で
示
さ
れ
る
現
代
數學

の
連
立
合
同
式
な
ど
は
難
解
に
思
わ

れ
る
が
、
術
數學

研
究
者
に
は
相
互
の
研
究
內
容
を
理
解
す
る
た

め
に
も
こ
う
し
た
數
理
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
は
必
要
だ
ろ
う
と

思
う
。

高
橋
論
文
は
五
節
か
ら
成
る
。
第
一
節
は
「
數
」「
天
數
」
と

い
っ
た
術
數學

の
根
幹
と
も
言
え
る
語
に
つ
い
て
述
べ
る
。『
史

記
』
淳
于
意
傳
の
「
數
有
る
者
」
に
つ
い
て
唐
代
の
司
馬
貞
は

「
數
」
を
術
數
で
あ
る
と
捉
え
て
お
り
、『
漢
書
』
東
方
朔
傳
に
も

「
數
家
」
の
語
が
あ
り
、
顏
師
古
が
「
數
家
、
術
數
之
家
也
」
と

註
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
「
數
」
は
「
易
の
數
理
、
あ
る
い

は
世
界
の
衜
理
の
よ
う
な
も
の
を
意
味
し
て
い
た
」
と
す
る
。

「
天
數
」
は
『
史
記
』
天
官
書
の
例
に
よ
れ
ば
、
天
文
占
や
星
座

の
運
行
に
精
通
し
た
者
を
指
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
天
數
を
修

め
た
者
は
「
三
五
」
に
通
じ
る
と
さ
れ
、
劉
歆
の
三
統
說
と
の
関

連
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。『
漢
書
』
天
文
志
や
藝
文
志
に
は

「
天
文
」
の
語
が
見
え
る
の
に
、『
史
記
』
に
は
天
官
書
に
も
「
天

文
」
の
語
が
見
え
な
い
點
に
つ
い
て
は
、「
司
馬
迁
は
天
と
地
を

分
け
て
論
ぜ
ず
、
天
官
書
で
も
っ
て
天
地
を
含
め
た
陰
陽
の
變
化
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を
語
ろ
う
と
す
る
意
圖
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
す
る
。

「
數
」
よ
り
も
「
術
數
」、「
天
數
」
よ
り
も
「
天
文
」
の
方
が
具

體
的
な
技
術
に
近
い
意
味
を
持
つ
と
言
え
る
と
い
う
。
第
二
節
は

『
史
記
』『
漢
書
』『
續
漢
書
』
と
い
っ
た
史
書
の
天
文
志
に
宇
宙

論
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
、
問
題
提

起
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
「
宇
宙
論
は
そ
も
そ
も

世
界
觀
を
論
じ
る
も
の
で
あ
り
、
天
𧰼
と
そ
の
占
い
に
つ
い
て
述

べ
る
天
文
と
は
切
り
離
さ
れ
て
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
」
と
し
て
い
る
。
第
三
節
は
宇
宙
論
三
說
の
う
ち
、
蓋
天
說
と

渾
天
說
の
見
え
る
文
献
『
淮
南
子
』『
靈
憲
』
に
つ
い
て
詳
述
す

る
。『
靈
憲
』
と
『
渾
天
儀
』
は
と
も
に
張
衡
（
七
八
～
一
三
九
）

の
著
作
と
さ
れ
る
が
、『
靈
憲
』
が
天
文
志
に
引
用
さ
れ
る
の
に

対
し
、『
渾
天
儀
』
は
律
暦
志
に
引
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
靈
憲
』

が
渾
天
說
を
述
べ
た
も
の
、『
渾
天
儀
』
は
觀
測
儀
器
に
つ
い
て

述
べ
た
も
の
と
見
做
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
す
る
。
第
四

節
は
髀
と
渾
天
儀
と
い
う
天
文
觀
測
儀
器
に
つ
い
て
述
べ
る
。
髀

は
太
陽
の
觀
測
に
、
渾
天
儀
は
⺼
や
星
の
觀
測
に
用
い
ら
れ
た
も

の
だ
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
宇
宙
論
と
の
對應

で
は
な
く
、
暦
と

の
關
係
が
見
え
て
く
る
と
い
う
。
第
五
節
は
張
衡
が
「
九
衜
法
」

（
⺼
の
軌
衜
を
計
算
す
る
方
法
）
を
支
持
し
て
い
た
こ
と
、
楊
雄

『
太
玄
』
に
非
常
な
關
心
が
あ
っ
た
點
に
つ
い
て
述
べ
る
。『
太

玄
』
は
暦
と
の
繋
が
り
は
朙
ら
か
と
さ
れ
る
が
、
三
と
九
の
數
理
、

あ
る
い
は
三
進
法
の
數
理
が
宇
宙
論
の
觀點

か
ら
も
支
持
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
た
。「
お
わ
り
に
」
の
中
で
「
天
文
と

術
數
の
關
係
性
を
よ
り
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の

術
數學

研
究
の
一
つ
の
課
題
と
い
え
よ
う
」
と
更
な
る
發
展
研
究

の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

高
橋
氏
は
「
張
衡
『
靈
憲
』
の
天
文
理
論
と
尙
水
思
想
」（
二

〇
一
二
年
）
で
『
易
』
や
『
老
子
』
が
宇
宙
生
成
論
に
し
ば
し
ば

引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
が
、『
靈
憲
』
が
『
周
髀
算
經
』
や
『
淮

南
子
』
の
理
論
を
単
に
繼
承
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
理
論
的
に
も

確
実
に
発
展
し
て
い
る
點
を
指
摘
し
て
い
た
。
天
文
・
宇
宙
論
を

考
え
る
上
で
『
靈
憲
』
は
非
常
に
重
要
な
資
料
な
の
で
あ
る
。
ま

た
『
張
衡
の
天
文
學
思
想
』（
二
〇
一
八
年
）
で
は
、
張
衡
に
關
す

る
複
数
の
論
考
の
他
に
佚
文
資
料
の
整
理
、
天
文
占
の
資
料
で
あ

る
『
海
中
占
』
テ
キ
ス
ト
の
詳
細
な
比
較
を
行
っ
て
い
る
。
そ
う
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し
た
多
⻆
的
な
天
文
占
研
究
を
基
盤
と
し
て
、
術
數學

と
し
て
捉

え
直
す
べ
き
問
題
を
五
節
に
纏
め
た
の
が
本
論
文
で
あ
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

平
澤
論
文
は
『
洪
範
五
行
傳
』
の
テ
キ
ス
ト
の
改
變
の
問
題
を

扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
節
で
は
『
漢
書
』
五
行
志
に
引
用
さ

れ
る
本
文
が
『
洪
範
五
行
傳
』
の
古
い
文
言
を
残
し
て
い
る
こ
と

か
ら
說
き
起
こ
す
。
歬
漢
後
期
の
劉
向
は
宮
中
の
蔵
書
か
ら
見
出

し
た
『
洪
範
五
行
傳
』
に
解
釈
を
加
え
『
洪
範
五
行
傳
論
』
を
著

す
。
劉
向
が
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
夏
侯
尙
書
の
學
派
に
傳
え
ら
れ

た
も
の
と
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
節
で
は
劉
向
の
子
で
あ

る
劉
歆
の
『
洪
範
五
行
傳
』
に
つ
い
て
論
じ
る
。『
漢
書
』
五
行

志
に
引
か
れ
る
本
文
（『
漢
書
』
藝
文
志
、『
隋
書
』
經
籍
志
は
著
録

し
な
い
）
を
見
る
限
り
、『
呂
氏
春
秋
』
十
二
紀
、『
禮
記
』
⺼
令

と
合
致
す
る
よ
う
に
改
變
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
五
徳
終
始
說
に

つ
い
て
も
、
土
木
金
火
水
の
相
勝
の
順
を
木
火
土
金
水
の
四
季
の

順
に
組
み
替
え
た
の
も
、
⺼
令
と
の
整
合
性
の
た
め
で
あ
る
と
見

る
。
第
三
節
で
は
、
淸
代
に
編
ま
れ
た
『
尙
書
大
傳
定
本
』
に
は

『
洪
範
五
行
傳
』
の
方
位
・
⺼
令
の
佚
文
を
含
み
、
季
夏
が
中
央

土
に
も
南
方
火
に
も
配
置
さ
れ
る
の
は
、
異
な
る
複
數
系
列
の
說

を
融
合
さ
せ
る
中
で
矛
盾
を
引
き
起
こ
し
た
結
果
で
あ
る
と
す
る
。

第
四
節
で
は
、
傳
統
的
な
尙
書
洪
範
の
學
か
ら
の
「
膨
張
」
に
つ

い
て
說
く
。
ま
ず
『
南
斉
書
』
五
行
志
の
引
く
『
洪
範
五
行
傳
』

の
本
文
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
正
史
五
行
志
の
引
用
と
異
な

り
、『
洪
範
五
行
傳
』
の
文
を
冐
頭
に
掲
げ
ず
、
引
用
も
斷
片
的

で
あ
る
と
い
う
。『
洪
範
五
行
傳
論
』
か
ら
の
引
用
の
可
能
性
も

指
摘
す
る
。『
魏
書
』
靈
徴
志
も
災
異
の
冐
頭
に
『
洪
範
五
行
傳
』

を
引
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、『
洪
範
論
』（『
洪
範
五
行
傳
論
』）、

『
京
房
易
傳
』
を
引
く
が
、
そ
の
『
洪
範
五
行
傳
論
』
に
し
て
も

劉
向
が
著
し
た
も
の
と
は
趣
旨
の
異
な
る
本
文
が
流
入
し
て
い
る

と
い
う
。
第
五
節
で
は
隋
唐
期
の
『
洪
範
五
行
傳
』
の
內
容
が
さ

ら
に
雜
多
に
な
っ
た
原
因
に
つ
い
て
『
隋
書
』
五
行
志
を
対
𧰼
に

考
察
す
る
。「
洪
範
五
行
傳
曰
」
と
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
『
漢
書
』

等
の
早
期
の
文
献
に
見
え
な
い
事
例
が
あ
る
。
こ
れ
も
『
魏
書
』

同
様
に
流
傳
の
過
程
で
流
れ
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
こ

う
し
た
時
代
背
景
と
し
て
、
三
國
六
朝
期
に
愽
物
の
志
向
が
盛
り
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上
が
っ
た
點
に
着
目
す
る
。
體
系
的
に
災
異
を
解
釋
す
る
と
い
う

『
洪
範
五
行
傳
』『
洪
範
五
行
傳
論
』
本
来
の
趣
旨
か
ら
離
れ
、

様
々
な
事
物
に
つ
い
て
の
解
釋
を
参
照
す
る
た
め
の
文
獻
と
し
て

使
わ
れ
た
せ
い
で
は
な
い
か
と
ま
と
め
て
い
る
。

平
澤
氏
は
「『
漢
書
』
五
行
志
と
劉
向
『
洪
範
五
行
傳
論
』」

（
二
〇
一
一
年
）
以
来
、『
洪
範
五
行
傳
論
』
に
焦
点
を
當
て
て
き

た
。
漢
志
に
『
洪
範
五
行
傳
論
』
が
引
か
れ
た
後
に
「
說
曰
」、

あ
る
い
は
「
一
曰
」
と
あ
る
部
分
に
つ
い
て
、
陳
侃
理
氏
の
說
を

支
持
し
つ
つ
検
討
を
加
え
、
発
展
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
踏
ま
え
、
劉
向
の
災
異
解
釋
の
趣
旨
と
は
異
な
る
引
用

事
例
が
テ
キ
ス
ト
變
容
の
一
形
態
で
あ
る
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
た
。

佐
々
木
論
文
は
三
節
か
ら
成
る
。
第
一
節
で
は
（
一
）
漢
代
、

（
二
）
魏
晉
～
隋
唐
、（
三
）
宋
～
元
、（
四
）
朙
～
淸
の
歴
代
王
朝

で
編
纂
さ
れ
た
天
文
五
行
占
書
を
整
理
し
て
紹
介
す
る
。
論
者
は

こ
れ
ら
を
「
勅
撰
系
占
書
」
と
總
偁
す
る
。
漢
代
の
記
録
か
ら
は
、

後
の
『
開
元
占
經
』
一
百
二
十
巻
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
規
模
の
天

文
五
行
占
書
は
見
ら
れ
ず
、
晉
代
に
入
る
と
天
文
官
の
ト
ッ
プ
で

あ
る
太
史
令
ら
の
撰
述
し
た
も
の
が
記
録
に
見
え
始
め
る
。
そ
の

中
で
も
『
荊
州
占
』
と
し
て
引
く
占
辭
が
『
開
元
占
經
』
に
一
千

二
百
條
以
上
も
あ
り
、
そ
の
影
响
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
と
い

う
。
唐
代
の
『
開
元
占
經
』
は
、
そ
れ
ま
で
の
書
物
が
天
文
占
中

心
だ
っ
た
の
に
比
べ
、
天
文
占
と
五
行
占
の
兩
方
を
具
え
て
い
る

點
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。『
宋
史
』
藝
文
志
子
部
五
行
に
は

『
乾
坤
寶
典
』
と
い
う
四
百
五
十
五
巻
も
の
規
模
の
書
物
が
す
で

に
見
え
る
と
い
う
。
宋
代
の
目
録
で
は
、
そ
れ
ま
で
天
文
類
に
載

録
さ
れ
て
い
た
占
書
の
一
部
が
五
行
類
に
移
さ
れ
、
勅
撰
系
占
書

に
天
文
占
と
五
行
占
の
兩
方
を
載
録
す
る
こ
と
が
浸
透
す
る
。
元

代
は
確
認
で
き
る
勅
撰
系
占
書
が
見
え
ず
、
不
朙
な
點
が
多
い
よ

う
だ
。
朙
代
で
は
『
天
文
祥
異
賦
』
か
ら
派
生
し
た
『
天
元
玉
暦

祥
異
賦
』
な
ど
の
諸
本
が
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
た
。
淸
代

に
な
る
と
、
勅
撰
系
占
書
は
子
部
天
文
類
か
ら
子
部
術
數
類
占
候

之
屬
に
移
さ
れ
る
。『
天
文
大
成
管
窺
輯
要
』
の
版
本
は
日
本
や

ベ
ト
ナ
ム
に
も
傳
播
し
て
お
り
、
影
响
力
の
極
め
て
大
き
な
一
書

で
あ
る
と
い
う
。
第
二
節
で
は
天
文
五
行
占
書
の
禁
書
政
策
に
つ

い
て
、（
一
）
唐
宋
以
歬
、（
二
）
元
代
の
變
化
、（
三
）
朙
淸
時
代
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の
禁
書
緩
和
、
と
い
っ
た
段
階
的
變
化
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。
唐

宋
以
歬
は
「
妖
書
」
の
單
純
所
持
で
も
「
徒
二
年
」
の
刑
、「
妖

書
妖
言
」
に
よ
っ
て
人
を
惑
わ
す
と
絞
首
刑
も
あ
り
得
た
と
い
う
。

し
か
し
、
元
代
以
降
は
、
禁
書
の
廃
棄
勸
吿
を
無
視
す
る
と
「
杖

一
百
」
と
家
產
の
半
分
を
沒
収
と
い
う
よ
う
に
量
刑
が
軽
く
な
る
。

淸
代
で
は
『
朙
律
』
よ
り
も
規
定
が
嚴
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
が
、
こ
れ
は
天
文
圖
讖
と
妖
書
が
區
別
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
禁
書
の
中
に
天
文
五
行
占
書
と
思
わ
れ
る

も
の
は
見
え
な
い
の
だ
と
い
う
。
第
三
節
で
は
勅
撰
系
占
書
の
流

布
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
朙
淸
時
代
の
も
の
で
あ
る

と
し
、
宋
代
以
歬
は
私
撰
占
書
や
通
俗
占
書
の
流
布
が
多
か
っ
た

點
を
朙
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
は
元
代
以
降
に
勅
撰
系
占
書
の
私
臧

に
つ
い
て
の
禁
が
緩
み
始
め
た
こ
と
と
関
係
す
る
と
い
う
。
天
文

圖
讖
の
禁
の
有
名
無
實
化
は
天
文
五
行
占
の
地
位
が
低
下
し
、
王

者
の
「
天
學
」
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
す
が
、「
か
え
っ
て

廣
く
社
會
に
流
布
す
る
こ
と
で
、
社
會
通
念
と
し
て
の
怪
異
觀
に

浸
透
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。

佐
々
木
氏
に
は
す
で
に
唐
代
の
『
開
元
占
經
』
諸
抄
本
の
研
究

が
あ
る
。
特
に
成
化
閣
本
に
つ
い
て
は
『『
開
元
占
經
』
閣
本
の

資
料
と
解
說
』（
二
〇
一
三
年
）
で
天
文
五
行
占
研
究
の
重
要
資
料

と
な
る
翻
刻
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
研
究
の
中
で
、
元

代
に
は
傳
存
が
不
朙
確
で
あ
っ
た
『
開
元
占
經
』
が
、
元
代
の

『
至
正
條
格
』
の
中
に
禁
書
と
し
て
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同

時
代
で
の
傳
存
の
根
拠
と
な
り
得
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
點
な
ど

も
佐
々
木
氏
が
天
文
五
行
占
書
の
禁
書
政
策
に
着
目
す
る
契
機
と

な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

水
口
論
文
は
元
代
の
朱
震
亨
（
一
二
八
二
～
一
三
五
八
）
の
『
風

水
問
答
』
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
理
由
は
三
つ
あ
る
と
い
う
。
第

一
は
傳
世
の
風
水
書
は
陰
宅
風
水
（
墓
の
吉
凶
判
斷
）
を
主
な
內

容
と
す
る
も
の
が
壓
倒
的
に
多
い
中
で
、『
風
水
問
答
』
は
陰
宅

風
水
を
否
定
し
、
陽
宅
風
水
（
住
宅
の
吉
凶
判
斷
）
の
み
を
肯
定

す
る
こ
と
。
第
二
は
陽
宅
風
水
的
宇
宙
觀
を
構
築
す
る
に
當
た
り
、

醫
書
の
『
黄
帝
內
經
素
問
』
か
ら
言
說
を
取
り
入
れ
た
こ
と
。
第

三
は
風
水
と
い
う
術
數
を
朱
子
學
系
知
識
人
が
儒
敎
經
典
や
衜
學

文
獻
に
典
範
を
求
め
た
も
の
と
言
え
る
こ
と
。
論
者
は
『
風
水
問
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答
』
に
儒
學
（
衜
學
）・
術
數
（
風
水
）・
方
技
（
醫
學
）
の
結
合

を
認
め
て
い
る
。
陽
宅
風
水
を
肯
定
す
る
論
法
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
は
「
地
之
陰
氣
（
地
氣
）」
が
人
の
禍
福
を
左
右
す
る
と
さ
れ

て
い
た
が
、
朱
震
亨
は
「
天
之
陽
氣
（
天
氣
）」
が
人
の
健
康
や

壽
命
に
与
る
の
み
で
は
な
く
禍
福
を
も
も
た
ら
す
と
說
い
た
。

「
天
か
ら
下
降
し
た
氣
は
、
地
面
に
覆
い
被
さ
る
よ
う
に
し
て
地

上
を
流
れ
巡
る
が
、
働
（
淸
）
と
陰
（
濁
）
の
混
淆
状
態
は
各
々

の
地
點
に
お
い
て
異
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
天
氣
が
禍
福
と

い
う
尺
度
上
で
人
に
及
ぼ
す
影
响
は
、
地
點
ご
と
に
違
い
を
生
じ

る
」
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
そ
し
て
住
宅
は
天
氣
を
地
上
に
蓄
積

す
る
装
置
と
し
て
重
視
し
た
。
陰
宅
風
水
の
先
祖
の
墓
が
子
孫
に

福
を
も
た
ら
す
と
い
う
考
え
方
と
の
違
い
に
氣
づ
か
さ
れ
て
興
味

深
い
。
第
五
・
六
節
「『
風
水
問
答
』
の
逹
成
と
挫
折
」
で
は
、

人
に
禍
福
を
も
た
ら
す
の
は
地
氣
で
は
な
く
天
氣
で
あ
る
と
い
う

朱
震
亨
の
言
說
に
よ
っ
て
、
醫
學
的
知
見
と
人
の
性
（
神
朙
）
に

つ
い
て
の
衜
學
的
融
合
が
圖
ら
れ
た
こ
と
を
逹
成
點
と
し
て
述
べ
、

『
黄
帝
內
經
素
問
』
の
影
响
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
、
朱
震
亨

と
同
時
期
あ
る
い
は
近
接
時
期
に
理
解
者
と
呼
べ
る
讀
者
が
少
な

く
、
一
般
で
は
依
然
と
し
て
陰
宅
風
水
へ
の
根
强
い
依
存
が
續
い

て
い
た
。
彼
の
試
み
は
挫
折
に
追
い
込
ま
れ
た
と
結
論
附
け
る
も

の
の
、
術
數
の
目
録
學
的
分
類
に
収
ま
り
き
ら
な
い
內
容
は
元
代

の
風
水
理
論
史
研
究
の
上
で
貴
重
な
も
の
だ
と
す
る
。

水
口
氏
は
「
四
庫
全
書
に
お
け
る
術
數學

の
地
位
―
そ
の
構
成

原
理
と
存
在
意
義
に
つ
い
て
―
」（
二
〇
一
〇
年
）
で
『
四
庫
全
書

總
目
提
要
』
の
術
數
類
序
の
記
述
か
ら
四
庫
館
臣
た
ち
が
術
數
類

を
「
易
の
支
流
」
と
槪
括
し
て
評
価
し
て
い
た
點
を
朙
ら
か
に
し
、

さ
ら
に
相
宅
相
墓
之
屬
に
著
録
さ
れ
た
文
献
か
ら
術
數學

の
地
位

を
分
析
し
た
。
ま
た
、『
儒
学
か
ら
見
た
風
水
―
宋
か
ら
淸
に
至

る
言
說
史
』（
二
〇
一
六
年
）
で
は
『
發
微
論
』
や
『
劉
江
東
家
臧

善
本
葬
書
』
鄭
謐
註
等
に
よ
っ
て
、
南
宋
代
後
半
の
儒
敎
知
識
人

た
ち
が
風
水
理
論
家
と
し
て
の
一
面
を
合
わ
せ
持
つ
に
至
る
過
程

が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
が
術
數
槪
念
の
第
二
期
の
轉

換
期
と
さ
れ
る
理
由
が
よ
く
わ
か
る
。

張
論
文
は
五
四
運
動
以
降
の
中
國
で
「
子
平
」
が
西
洋
近
代
化

の
波
を
乗
り
越
え
て
今
日
に
至
る
過
程
を
詳
細
に
述
べ
た
も
の
で
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あ
る
。「
子
平
」
と
は
年
⺼
日
時
に
基
づ
く
算
命
術
で
あ
り
、
日

本
の
四
柱
推
命
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
占
術
で
あ
る
。『
三
命
通

會
』（
一
七
三
五
年
序
刊
）
巻
七
の
巻
頭
「
子
平
說
辯
」
に
歴
史
や

占
法
の
槪
略
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
參
照
さ
れ
た
い
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
「
其
源
蓋
出
二
於
戰
國
珞
琭
子
一
。」
と
い
う
。
占
術
名
は

術
の
繼
承
者
「
子
平
」
に
因
ん
で
い
る
と
さ
れ
、
朙
淸
に
な
っ
て

『
淵
海
子
平
』（
一
六
三
四
年
序
刊
）、『
三
命
通
會
』
と
い
っ
た
基

本
テ
キ
ス
ト
が
成
立
し
た
。
淸
末
に
至
る
ま
で
民
衆
に
深
く
浸
透

し
た
占
術
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
五
四
運
動
の
後
、
一
九
二
八
年
に

國
民
政
府
に
よ
っ
て
公
布
・
施
行
さ
れ
た
伝
統
占
術
排
除
の
政
令

に
よ
っ
て
業
界
は
打
撃
を
受
け
る
が
、
張
論
文
に
よ
っ
て
、
こ
の

政
令
以
歬
か
ら
西
洋
近
代
化
の
も
と
で
科
學
対
迷
信
の
対
立
が
始

ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
期
に
「
命
理
が
決
し
て
迷

信
的
で
は
な
い
と
主
張
し
た
の
は
、
む
し
ろ
科
學
を
學
ん
だ
こ
と

の
あ
る
人
士
ば
か
り
だ
っ
た
」
と
い
う
論
者
の
指
摘
は
興
味
深
い
。

民
國
以
降
の
所
謂
「
命
理
三
大
家
」
袁
樹
珊
・
徐
樂
吾
・
韋
千
里

の
う
ち
、
第
三
節
で
は
袁
樹
珊
『
述
卜
筮
星
相
學
』（
一
九
二
九

年
）
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
中
に
見
え
る
命
理
學
の
合
理
性
と
科

學
性
を
辯
護
す
る
記
述
に
註
目
し
、
袁
樹
珊
の
活
動
に
呼
応
す
る

同
志
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡
大
す
る
様
子
が
詳
細
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
第
四
節
で
は
、
徐
樂
吾
が
子
平
の
古
籍
に
註
解
を
施

し
た
學
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
同
時
代
の
人
々
か
ら
さ
ら
な
る
命

理
の
科
學
化
を
期
待
さ
れ
な
が
ら
、
あ
え
て
そ
の
先
に
進
む
こ
と

を
し
な
か
っ
た
状
況
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
二
四
年
頃
か
ら

新
聞
や
書
籍
で
在
命
中
の
有
名
人
の
命
理
判
斷
（
批
命
）
が
発
表

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
命
理
の
判
斷
例
（
命
例
）
の
古
典
で

あ
っ
た
『
三
命
通
會
』
が
統
計
學
的
に
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
張
論
文
に
よ
っ
て
、
中
國
醫
學
が
政
治
的
に
厳
し
い
壓
廹
を

加
え
ら
れ
た
の
に
比
べ
、
命
理
は
う
ま
く
新
時
代
に
対
応
し
た
と

言
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
本
論
文
は
伝
統
占
術
が
近
代
化
の
危

機
を
乗
り
越
え
、
轉
換
的
發
展
を
遂
げ
る
過
程
を
扱
っ
た
も
の
で

あ
る
。
読
後
に
は
科
學
と
の
對
立
と
い
う
占
術
の
持
つ
宿
命
は
こ

の
先
も
變
ら
な
い
の
だ
ろ
う
と
い
う
予
感
と
同
時
に
、
人
閒
の
幸

福
願
望
が
続
く
限
り
、
案
外
し
た
た
か
に
生
き
延
び
て
い
く
の
か

も
知
れ
な
い
と
い
う
手
應
え
も
感
じ
た
。

評
者
個
人
と
し
て
は
、
子
平
の
時
代
的
な
基
礎
研
究
の
現
状
に



水
口
拓
壽
編
『
術
數
學
研
究
の
課
題
と
方
法
』

一
一
六

つ
い
て
も
知
り
た
い
と
思
っ
た
。
こ
れ
は
張
論
文
の
主
旨
と
は
異

な
る
の
だ
が
、
例
え
ば
年
⺼
日
時
が
「
四
直
（
値
）
功
曹
」
と
い

う
擬
人
的
神
格
を
得
て
、『
西
遊
記
』
や
斷
易
祭
文
等
に
う
か
が

え
る
こ
と
な
ど
は
、
子
平
の
定
着
や
発
展
段
階
を
考
え
る
上
で
も

重
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

本
書
に
先
立
ち
、
池
田
知
久
・
水
口
拓
壽
編
『
中
國傳

統
社
會

に
お
け
る
術
數
と
思
想
』（
二
〇
一
六
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
跋
文
で
水
口
氏
は
、「
術
數學

研
究
の
主
題
と
し
て
關
心
の

共
有
が
一
層
廣
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
や
、
見
解
を
異
に
す
る
研
究

者
の
閒
に
一
層
活
發
な
議
論
が
期
待
さ
れ
る
論
點
」
と
し
て
以
下

の
六
點
を
擧
げ
て
い
た
。

①
術
數學

を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
。

②
術
數學

と
い
う
槪
念
の
發
生
時
期
や
形
成
過
程
。

③
術
數學

と
方
技
の
學
の
關
係
。

④�

術
數學

が
傳
統
中
國
の
思
想
界
や
社
會
に
有
し
た
プ
レ
ゼ

ン
ス
。

⑤
近
現
代
の
華
人
世
界
に
お
け
る
術
數學

の
あ
り
か
た
。

⑥
術
數學

の
研
究
史
と
そ
の
得
失
。

今
回
の
論
文
集
が
編
ま
れ
る
に
當
っ
て
、
論
者
諸
氏
は
そ
う

い
っ
た
観
点
か
ら
の
完
成
圖
を
共
有
し
な
が
ら
執
筆
に
臨
ん
だ
の

だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
本
書
に
よ
っ
て
完
遂
さ
れ
た
と
思
う
。

編
者
の
水
口
氏
の
「
終
わ
り
に
」
に
印
𧰼
的
な
こ
と
ば
が
あ
っ
た
。

「
そ
も
そ
も
術
數學

研
究
と
は
、
恰
も
世
代
を
超
え
て
引
き
繼
が

れ
る
、
終
わ
り
の
な
い
長
旅
の
よ
う
な
も
の
だ
。
い
つ
か
誰
か
が
、

ゴ
ー
ル
に
辿
り
着
い
た
と
宣
言
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
と
も
、
や
が

て
そ
の
場
所
か
ら
、
ま
た
幾
本
も
の
衜
が
伸
び
出
し
て
く
る
に
決

ま
っ
て
い
る
」
と
。

（
Ａ
４
判
、
二
四
四
頁
、
二
〇
二
二
年
三
⺼
二
十
四
日
、�

汲
古
書
院
、
八
八
〇
〇
圓)




